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コロナ禍により、異学年交流はたてわり活動で
はなく、ペア学年として、１年生と６年生の交流
を軸に活動を行った。感染症対策に気を配りな
がらも、できる方法を模索し、お互いの存在を
大切に思い合う心を育てることができた。

B 豊かな心

① 学校生活全般を通して、一人一人のよさを認め
大切にすることで、自己肯定感を高め、だれもが安
心して豊かに楽しく生活できる学校をめざす。
② 学校行事や周年行事を通して、主体性を引き
出し、協働することのすばらしさを実感させ、他者
を思いやる心を育てる。

① アンケート等、子ども達の様子を教職員全
体で周知することができた。また、職員会議で、
各学年の様子を情報共有しよりよい支援につ
なげることができた。
② 制限や縮小した行事もあったが、運動会、
周年行事など、できることを実践し子ども達に
協働の楽しさや素晴らしさを実感させることが

B豊かな心

①道徳的価値について自分事として考えたり、話
し合ったりすることで、理解を深めるような道徳科
の授業の充実を図る。②たてわり班での活動を毎
月設定し、様々な人との豊かなかかわり合いを通
して、相手のことを尊重したり、思いやったりしなが
らともに生きていこうとする態度を育てる。

②今年度よりスタートしたたてわり活動では、学
年を超えた子ども同士のつながりに広がりが見
られるとともに、６年生のリーダー性をはじめ、
各学年がそれぞれに応じた役割を果たそうとす
る姿勢が育ってきている。

A 豊かな心

①たてわり活動では、各学年の役割を意識して活
動内容を計画したり、指導や支援を行ったりする。
また、たてわり活動と他の行事との連携を明確に
する。②学校行事や60周年記念事業に向けた取
組を工夫し、様々な人と目標を共有し、主体的・協
働的に取り組む中で、他者を思いやる心を育てる。

２か月の臨時休校を受け、年間指導計画の見
直しを行い、育てたい資質・能力に応じた指導
の重点化を図った。また、教材研究の充実、指
導方法の工夫等による効果的な指導を進め、
児童の学習保障を図ることができた。

B
生きてはた

らく知

① 朝モジュール学習や少人数指導の計画的な実
施により、基礎・基本の定着を図る。
②主体的に問題解決に取り組む力や資質・能力を
育てるために、国語科重点研究を中心に、どの教
科もカリキュラムの作成や授業改善を図る。

① 朝モジュール学習や高学年の少人数指導を
実施し、基礎基本の定着を図るように努めた。
② 国語科重点研究を中心に主体的に問題解
決に取り組む力や資質・能力を育てられるよう、
子どもたちの実態に合わせて授業改善を行っ
た。

B
生きてはた

らく知

①朝モジュール学習やチームティーチング、少人
数授業等を効果的に取り入れ、基礎・基本の定着
を図る。②生活科、総合的な学習の時間を中心に
重点研究に取り組み、主体的に問題解決していく
力を育成する。③学校行事を見直し、各活動で育
てたい力を系統的に考えた年間計画を作成する。

②子どもたちが自分の気付きや考えを表現し、
学び合う姿が見られた。基礎的・基本的な知
識・技能の習得と定着については、個人差も大
きく、子どもたち一人ひとりの学習状況をていね
いに把握し、個に応じた指導の充実を図ってい
く必要がある。③育てたい力を元にした学校行
事の見直しが図られた。

B
生きてはた

らく知

①朝モジュール学習の計画的な実施や少人数授
業やチームティーチング等の効果的な場面を吟味
した計画的な実施により、基礎・基本の定着を図
る。②重点研究を中心に、子どもたちが主体的に
問題解決に取り組む力を育てるとともに、同じよう
に他教科でも資質・能力を育てることを意識したカ
リキュラムの作成や授業改善を図る。

感染症対策に関わる取組を中心にした指導を
通して、基本的な生活習慣の徹底を図ることが
できた。また、活動の内容は制限しながらも、児
童が進んで体を動かしたり運動することの喜び
を感じれるような環境づくりに努めた。

B 健やかな体

① 感染症対策を講じ、体育の学習や休み時間を
利用した運動の充実を図り、身体を動かすことや
健康な生活のよさ、大切さにふれ、運動への意識
と意欲を高める
② 基本的生活習慣の定着とともに、病気やけが
の予防、感染症対策等に向けた環境改善や具体
的な指導を継続的に進める。

① できることを考え、感染症対策を講じた上で
体育の学習を行ったり、運動月間等を通して休
み時間の過ごし方を意識したりして運動の意識
と意欲を高めることに努めてきた。
② 委員会活動や保健の学習を中心に、基本的
な生活習慣の定着や病気やけがの予防、感染
症対策に向けた指導を進めてきた。

A健やかな体

①体育学習の充実に加え、休み時間を利用した運
動月間の取組等の活動を通して、体を動かすこと
の喜びや楽しさを知り、生活の中に運動を取り入
れようとする態度を養う。②学校保健委員会の活
動などを通して、子どもたち自ら健康に過ごすため
にできることを考えたり実践したりする力を養う。

①具体的な取組を通して、子どもたちは健康へ
の関心が高まり、積極的に体を動かそうとする
児童が多くなっている。②学校保健委員会が中
心となり、健康を維持するための日常的な取組
の啓発や実践、振り返りがなされ、子どもたち
の理解が深まった。

A 健やかな体

①体育学習の充実や休み時間を利用した運動へ
の取組を進め、子どもたちの運動への意識と意欲
を高める。②子どもたちが基本的生活習慣を身に
付けられるようにするとともに、病気やけがの予防
等に向けた環境の改善、各学年に応じた具体的な
指導を継続的に進める。

特別支援教室へのニーズが高まることを受け、
受け入れ態勢を強化することにより、学習にお
いて特別な支援を要する児童の学びへの意欲
を高めたり、学力の向上を図ったりすることがで
きた。

A
特別支援

教育

① 支援を必要とする児童に寄り添い、きめ細かな
支援ができるように、校内支援体制を整える。校内
研修を充実させ、学習環境の整備・授業のユニ
バーサルデザインを図ることに努める。
② スクールカウンセラーやSSWなどと連携し、特
別支援教育の充実を図る。

① 希望制から支援の必要な児童を抽出する方
法に変えて特別支援教室の運営を行い、効果
をあげている。
② SCと児童の支援の方法について密に情報
共有をし、児童理解を深めた。ＳＳＷには、事案
について支援の方法や他機関との連携に関し
て相談することが多く、支援に繋げることができ

A
特別支援

教育

①特別支援教育にかかわる児童の情報を全職員
が共有し連携を深め、特別支援教室の充実を図
る。②職員研修を通して特別支援教育に関する理
解を深め、学習環境や授業についてのユニバーサ
ルデザインを推進する。

①特別支援教室や特別支援教育支援員による
支援の充実を図ってきた。保護者への理解が
進み、児童や保護者のニーズが高まる一方、
時間や支援員の確保などが課題となっている。 B

特別支援
教育

①特別支援教室の充実が図れるよう、人的配置を
行うとともに、担任、専任、指導者の一層の連携を
図る。②職員研修を計画的に進め、特別支援教育
に関する理解を深め、学習環境や授業についての
ユニバーサルデザインを推進する。

あいさつの指導について、各クラスで目標を決
めたり、それを全校に紹介し合ったりすることで
児童の意欲を高めるとともに、児童会を中心と
したあいさつ運動を実施することで、児童一人
ひとりの意識を高めてきた。その結果、積極的
に気持ちのよいあいさつをする児童が増えた。

A
児童生徒

指導

① 「学校のきまり」について学校・家庭が共通理解
を図りながら、児童指導を推進する。児童理解や
児童指導の意見交換の場を設定し、職員全体で
指導にあたる。
② あいさつ運動を継続して行い、児童同士や地域
とのかかわりを通じて、他者とのかかわりを深め
る。

① 「学校のきまり」に関しては、年度末に教職
員全員で内容の確認をし、児童の実態に応じて
加筆修正を行っている
② あいさつ運動は、児童の委員会活動を中心
に取り組んだ。進んで挨拶する児童が増えてき
ている。また、地域の学援隊の皆さんにも、大
きな声で挨拶する児童が増えている。

B
児童生徒

指導

①「当たり前３カ条」について学校と家庭が共通理
解を図りながら児童指導を推進する。②職員会議
内に児童理解の時間を設定し、全職員で児童の状
況や指導の方針について共通理解を図る。

①校内では進んで挨拶をする児童も多く見られ
るが、見守りの方にきちんと挨拶ができないと
いった声も見受けられる。時と場に応じた挨拶
ができるよう、具体的かつ継続的な指導を進め
る必要がある。②定期的な時間の設定により、
児童理解や課題の共有が図られ、指導に生か
すことができた。

B
児童生徒

指導

①「当たり前３カ条」について学校と家庭が共通理
解を図りながら児童指導を推進する。特に「あいさ
つ」については、あらためて教職員の意識をそろえ
て、学校全体で具体的な指導を行っていく。②チャ
イムのあり方を見直し、子どもたちが自ら時間を意
識して行動できるようにする。③児童理解について
の情報共有の場を確実に設定していく。

保護者や地域の方々にご来校いただき、児童
の姿を見ていただく機会を十分とることができ
なかったため、懇談会や学校ホームページ、学
校だより等を活用し、より多くの情報を発信する
ように努めた。また、入学説明会を学校
YouTubeで配信するなど、新たな情報発信の仕
方にも取り組んだ。

B 地域連携

① 学校評価を見直し、児童や保護者、地域の思
いを受け止めながら、次の活動に生かすことがで
きる体制作りを進める。
② ホームページや学校だより、メール配信等を活
用し、教育活動の情報を積極的に発信して、保護
者や地域の方々の理解が得られるようにする。

① 学校評価については、教職員全体で情報共
有し、よりよい活動につなげている。
② 参観の機会が減ってしまっているため、ホー
ムページや学校便り等で児童の活動の様子を
積極的に紹介してきた。
入学説明会をYouTube配信したところ好評だっ
た。

B地域連携

①学校評価を見直し、児童や保護者、地域の思い
を受け止めたり次の活動に生かしたりすることがで
きる体制づくりを進める。②ホームページや学校だ
より等を活用し、教育活動の情報を積極的に発信
して保護者や地域の力や協力を得られるようにす
る。

①行事ごとに保護者や地域向けのアンケートを
実施し、適宜、振り返りや改善点を整理するこ
とで、次の活動に生かすことができた。②子供
たちの日常の姿、具体的な取組の様子などを
見ていただける機会を年間おなかにバランスよ
く設定するとともに、積極的に発信していく工夫
も必要である。

B 地域連携

①学校評価を見直し、児童や保護者、地域の思い
を受け止めたり次の活動に生かしたりすることがで
きる体制づくりを進める。②ホームページや学校だ
より等を活用し、教育活動の情報を積極的に発信
して保護者や地域の方々の理解や協力を得られ
るようにする。

生活科や総合的な学習の時間を中心とした重
点研究では、広く地域の方と関わる活動は縮小
を余儀なくされたが、学校内をはじめ、身近な
材や人とのかかわりを中心に学習に取り組み、
改めて学校や地域を見つめたり、大切に思った
りする気持ちを育てることができた。

B 自分づくり

①国語科を中心とした指導により、自分の思いや
考えをもち、それを言葉でわかりやすく表現して豊
かに伝え合う力を育む。
②様々な「人」との関わりの中で学ぶ場を大切にす
ることで、他者や自己を意識したり理解したりする
ことができるようにする。

① 国語科を中心とし、育てたい資質能力を育
成するための言語活動を意識して設定をして指
導をしたことで、自分の思いや考えを言葉で分
かりやすく表現し、伝え合う力を育てた。
② 以前のような人との関わりをもつことは難し
かったが、その中でタブレットを使用するなど関
わり方を工夫し、できる限りの活動を行った。

B自分づくり

①地域行事に協力したり児童や職員が積極的に
参加できるようにしたりする。②生活科や総合的な
学習の時間を中心に、地域で体験的に学ぶ機会を
積極的に設け、他者とのかかわりの中で一人ひと
りの自尊感情を高めるようにする。

②生活科や総合的な学習の時間において、
様々な地域の方々や施設、機関と積極的に関
わりながら学ぶ場を取り入れることで、子どもた
ちは身近な材や人とのかかわりを通して改めて
地域を見つめたり大切に思ったりする気持ちを
高めることができた。

A 自分づくり

①生活科や総合的な学習の時間において、地域
の方と関わったり、体験的に学んだりする機会を積
極的に設け、地域を愛する気持ちや参画する意
識、協調性を育む。②様々な「人」との関わりの中
で学ぶ場を大切にすることで、他者や自己を意識
したり理解したりすることができるようにする。

学援隊が発足し、見守りに参加をもし出てくださ
る方も増えており、児童の見守り体制の充実を
進めることができた。また、西門に電子錠とイン
ターホンを取り付け、児童登校後の施錠を徹底
するとともに、昇降口を閉じた状態にするように
し、防犯への取組みを強化した。

A 安全管理

①マニュアルを常に見直し、事件・事故や災害発
生時に適切で迅速な対応ができるよう、職員研修
や訓練等の充実と保護者への周知を図る。
②南海トラフ地震など様々な災害に備えた取組み
について、計画的かつ継続的、具体的な指導を行
い、児童が自ら安全について考える機会を設け
る。

① 事件・事故や災害時に対応できるよう、より
本番に近い形式での職員研修や、反省を生か
した避難訓練を行い、意識を高めてきた。
② 様々な災害に対する基本的な訓練での指導
を通して、安全について考える機会を設け、臨
機応変に行動できる児童を目指してきた。

B安全管理

①危機管理マニュアルを常に見直しながら、事件・
事故や災害発生時に適切で迅速な対応ができる
ように、職員研修や訓練等の充実と保護者への周
知を図る。②学校施設の安全、維持管理のために
月１回の点検と改善を行う。

①安全な施設、設備の維持、管理を進めるとと
もに、日ごろの危機管理体制や警報や注意報
発令時の対応の見直しを随時行ってきた。ま
た、児童の登下校時の見守りを強化し、より多く
の方により見守りを進めるための学援隊の発
足準備を進めた。

B 安全管理

①危機管理マニュアルを常に見直しながら、事件・
事故や災害発生時に適切で迅速な対応ができる
ように、職員研修や訓練等の充実と保護者への周
知を図る。②防犯や防災、交通事故等について、
計画的かつ継続的に各学年に応じた具体的な指
導を行う。

児童指導上の情報を定期的にしっかりと時間を
とって共有することで、全職員が同じ意識をも
ち、組織的に対応することができた。また、今年
度はコロナ禍に関わる児童のストレスやトラブ
ル等について研修の場をもったり、常に留意し
ながら指導を進めたりするようことで、いじめの
未然防止を図った。

A
いじめへの

対応

①職員会議での児童理解やいじめ防止委員会の
実施で、情報を職員が共有し、いじめの早期解決・
再発防止体制作りを推進する。
②日頃より児童理解に努め、些細な兆候や変化を
見逃さないように努め、さらに年2回の児童へのア
ンケートを実施し、児童の様子を把握できるように
努める

① 職員会議で情報共有することで児童理解に
繋げ、また、いじめ防止委員会で、校内の現状
の確認と取り組みの周知を行っている。
② 専任と教職員の連絡を密にし、いじめや問
題行動の兆候を早めに察知し即応できるような
体制づくりができてきた。アンケート結果からわ
かることを検証し児童の現状把握に努めた。

A
いじめへの

対応

①毎月の職員会議で児童指導上の情報を全職員
で共有するとともに、年２回の児童アンケートを実
施し、いじめの未然防止と早期対応に努める。②
月１回いじめ防止対策委員会を実施し、全職員に
向けていじめ防止に向けた意識を高めるとともに、
認知された案件の経過確認を行い再発防止に努
める。

①児童指導上の情報を定期的かつ必要に応じ
て適宜、場を設けて共有することで、いじめや
いじめにつながる事案への早期発見、早期対
応に組織的に取り組んだ。②児童アンケートだ
けでなく、日々の子供たちの様子を注意深く見
とり、いじめの芽を摘み取る職員の意識とスキ
ルを一層高めていく必要がある。

B
いじめへの

対応

①毎月の職員会議で児童指導上の情報を全職員
で共有するとともに、年２回の児童アンケートを実
施し、いじめの未然防止と早期対応に努める。②
月１回いじめ防止対策委員会を実施し、全職員に
向けていじめ防止に向けた意識を高めるとともに、
認知された案件の経過確認を行い再発防止に努
める。

ブロック内
評価後の

気付き

ブロック内で共有した「９年間で育てたい子ども像」に基づき、ブロック内各行の主な行事についての情報
を持ち寄り、それぞれのねらいや内容の系統性、統一性についてすり合わせたりした。これを受け、次年
度からの本校における主な行事の見直しを図ることができた。また、ブロック授業研究会では、各教科に分
かれた事後研究会を行い、それぞれの教科の視点から、どのように児童生徒の資質・能力の育成に迫る
か意見を交換することができた。また、ブロック内で個別支援級の学習発表交流が実施され、それぞれの
状況の共有と児童生徒の学びへの意欲付けが図られた。

ブロック内
評価後の

気付き

小中での授業交流や部活動見学等は実施できなかったが、中学校の様子をDVDの映像を通して紹介して
もらうことで児童の安心感につなげることができた。それらの感想を伝えることでよい交流の場をもつこと
ができた。また、昨年度までにブロック内において、育てたい資質・能力についての共通理解を図ることが
できていたため、それに基づいて、各校で発達段階に合わせた指導を行うことができた。さらに、今年度よ
り始まった「キャリアパスポート」の様式や活用方法について情報の共有、交換を図りながら連携して取り
組むことができた。

ブロック内
評価後の

気付き

小中交流の行事は授業交流やリーダートレセンなど、ほとんどできなかった。その中でも各小中学校の児
童会、生徒会を中心に「いじめ防止について」意見交換を行い、成果を発表したものを『笹下中ブロッククラ
スルーム』にアップし、離れていても共有できたことがよかった。制限のある中でも前向きに工夫する取組
を実際に経験することで真のリーダー育成となり充実していた。次年度に向けてブロック目標や具体的取
組を見直すことができた。「主体的に学びや活動に向かう姿勢」を育成するために子どもの居場所づくりや
環境づくりの必要性を確認できた。今後も連携を密にしていきたい。

メンターチームを中心に計画的に研修を進める
とともに、初任研や２，３年次研修で行う授業研
修にも組織的に取り組み、指導案検討や事後
研究会を通して積極的に意見交換を行い、一
人ひとりの授業力向上につなげることができ
た。また、学校評価アンケートにおける電子メー
ル配信システムの活用が進み、効率化が図ら
れた。

B

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①メンターチームを通じて５年次以下の教職員に、
日々の指導における必要感に基づいた研修を行
い指導力の向上を図るとともに指導にかかわる教
職員のリーダーシップ育成を進める。
②グループウェアの活用により情報共有や会議の
あり方を見直すとともに、電子申請やメール配信シ
ステムを積極活用して、事務の効率化を図る。

① メンターチームを中心に研修を進めるととも
に、初任研や２，３年時研修で行う授業研修に
も計画的に取り組み、指導案検討や事後研究
会を通して意見交換を行い一人ひとりの授業
力向上につなげた。
② ミライムの導入により情報共有の在り方を見
直し、学校評価アンケートの電子メール配信シ
ステムの活用も定着し、効率化が図られた。

B

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①５年次以下の教職員を中心にメンターチームを
組織し、日々の指導における必要感に基づいた研
修を行い指導力の向上を図る。②６年次以上の教
職員がメンターチームの指導にかかわることでミド
ルリーダーの育成を進める。③情報端末機器の活
用により情報を共有し会議時間の短縮を図るとと
もに、学校評価アンケートに電子申請やメール配
信システムを導入し、事務の効率化を図る。

①メンター研修の計画的に実施と内容の充実
が図られ、日々の授業に生かすことができた
が、クラス間の学習震度の違いに対する不安
や更なる授業改善を期待する声も多い。学年
間の連携、研修・研究の充実を図り、指導力の
向上を目指す。③保護者向けアンケートの電子
化を進め、回答率の向上と集計作業の効率化
を進めることができた。

B

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①５年次以下の教職員を中心にメンターチームを
組織し、日々の指導における必要感に基づいた研
修を行い指導力の向上を図る。②６年次以上の教
職員がメンターチームの指導にかかわることでミド
ルリーダーの育成を進める。③情報端末機器の活
用により情報を共有し会議時間の短縮を図るとと
もに、学校評価アンケートに電子申請やメール配
信システムを導入し、事務の効率化を図る。

中期取組
目標

振り返り

学校や家庭、地域のよさや課題を考えながら、新たに「まちとともに歩む学校づくり」を目指して取り組んで
きた。学習面では、生活科や総合的な学習の時間を中心に、積極的にまちの方々と関わり、主体的に学
ぶ子どもたちの姿が見られるようになってきており、新たなつながりもできている。また、校内では、たてわ
り活動の導入により、子ども同士の豊かなかかわりのベースをつくることができた。今後、さらに工夫・改善
しながら充実を図っていきたい。基礎・基本の定着については、引き続き課題として認識し、個に応じたて
いねいな指導を行っていく。

中期取組
目標

振り返り

コロナ禍により、教育活動は大きく影響を受けたが、これまで行われてきた活動を根本から見直す機会と
受け止め、一つ一つの教育活動の在り方を検討しながら実施に努めてきた。大きな行事をはじめ、日々の
授業においても、子どもたちの安全、安心を保障しつつ、育てたい資質・能力につながるように取り組むこ
とができた。本校が目指している豊かな人とのかかわりや体験的な活動を基本とした「まちとともに歩む学
校づくり」は、そのアプローチの仕方の見直しを課題として次年度に引き継いでいきたい。また、GIGAス
クール構想に基づくICTの活用も子どもたちの資質・能力を育む重要なツールとして積極的に取り組んでい
きたい。

中期取組
目標

振り返り

　情報の共有を意識し、児童支援専任と担任を中心に、課題の共有を丁寧に行うことができた。SCやSSW
など外部機関と丁寧に連携することや特別支援教室の運営方法を変更することで、一人ひとりの児童に
しっかりと寄り添いながら、自尊感情を高め主体的に授業に参加できるよう取り組んだ。
　養護教諭を中心に児童会活動などを通じて、新型コロナウイルスに対する新しい生活様式を低学年児童
にもわかりやすく繰り返し示したことで、児童の健康に対する意識を向上させることができた。
　人を集めにくい状況下ではあったが、地元町内会と児童会活動との連携を行うこともできた。

学校関係者
評価

授業交流や個別級の発表交流等、小中が連携し交流を深めることでお互いによい効果がある。英語科の
学習に向けて小中で協力する等、これからも連携した取組を考えていきたい。また、地域では、子どもたち
にとって「ふるさと」と思えるまちづくりに向けた活動が進められ、子どもたちの主体的な参加も増えている。
一方、地域の高齢化が進み、従来行われてきた地域とのかかわりが難しくなってきている側面もある。、今
後、新しい目線で学校と地域のかかわりを考えることが必要である。また、学校の取組等の情報とともに、
様々な災害への対応について、学校、PTA、地域がしっかりと情報を共有し、発信していくことが重要であ
る。

学校関係者
評価

まちとともに歩む学校づくり懇話会メンバーに学校の今年度の教育活動への取組状況や学校評価アン
ケートの結果等を書面でお伝えした。

学校関係者
評価

まちとともに歩む学校づくり懇話会メンバーに学校の今年度の教育活動への取組状況や学校評価アン
ケートの結果等を書面でお伝えした。
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小中交流の行事は授業交流やリーダートレセンなど、ほとんどできなかった。その中でも各小中学校の児
童会、生徒会を中心に「いじめ防止について」意見交換を行い、成果を発表したものを『笹下中ブロッククラ
スルーム』にアップし、離れていても共有できたことがよかった。制限のある中でも前向きに工夫する取組
を実際に経験することで真のリーダー育成となり充実していた。次年度に向けてブロック目標や具体的取
組を見直すことができた。「主体的に学びや活動に向かう姿勢」を育成するために子どもの居場所づくりや
環境づくりの必要性を確認できた。今後も連携を密にしていきたい。

B

　情報の共有を意識し、児童支援専任と担任を中心に、課題の共有を丁寧に行うことができた。SCやSSW
など外部機関と丁寧に連携することや特別支援教室の運営方法を変更することで、一人ひとりの児童に
しっかりと寄り添いながら、自尊感情を高め主体的に授業に参加できるよう取り組んだ。
　養護教諭を中心に児童会活動などを通じて、新型コロナウイルスに対する新しい生活様式を低学年児童
にもわかりやすく繰り返し示したことで、児童の健康に対する意識を向上させることができた。
　人を集めにくい状況下ではあったが、地元町内会と児童会活動との連携を行うこともできた。

まちとともに歩む学校づくり懇話会メンバーに学校の今年度の教育活動への取組状況や学校評価アン
ケートの結果等を書面でお伝えした。


